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熊
本
市
、
北
九
州
市
な
ど
を
訪
問

�

～
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
～

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
阿
部
正
喜
委
員
長
）

は
、
10
月
４
日
～
６
日
に
参
加
者
７
名
で
九

州
地
方
を
訪
問
し
、
駅
周
辺
整
備
や
中
心
市

街
地
の
活
性
化
、
観
光
振
興
・
交
流
人
口
拡

大
な
ど
の
先
進
事
例
に
関
す
る
視
察
見
学
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
北
九
州
産
業
観
光
セ
ン
タ
ー
を

視
察
。
同
ビ
ル
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
商
工
会
議

所
、
市
、
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
が
集

結
し
て
協
働
し
て
お
り
、
活
動
に
相
乗
効
果

が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
、
熊
本
市
役
所
や
熊
本
商
工

会
議
所
を
訪
問
し
、
新
駅
ビ
ル
を
中
心
と
し

た
熊
本
駅
周
辺
再
開
発
の
状
況
や
、
ま
ち
な

か
の
再
開
発
事
業
な
ど
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
本
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
や
㈱
く
ま
も
と
Ｄ
Ｍ
Ｃ
で
は
、
観
光
振

興
や
交
流
人
口
拡
大
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
、
翌
三
日
目
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｕ
Ｄ

く
ま
も
と
で
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

等
に
つ
い
て
事
例
の
紹
介
等
を
受
け
ま
し
た
。

第
43
回
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

�

～
商
工
ク
ラ
ブ
～

　

当
所
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
団
体
、
商
工

ク
ラ
ブ
（
理
事
長
：
南
波
秀
憲
副
会
頭
）
は
、

９
月
27
日
、
新
発
田
市
の
紫
雲
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
に
お
い
て
24
名
の
参
加
で
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
、会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

競
技
結
果
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

順　

位

競
技
者
名

事
業
所
名

優　

勝

小
松
原　

誠
本
間
道
路
㈱

準
優
勝

下
山　

徹
哉
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
新
潟

３　

位

河
江　

芳
久
福
田
道
路
㈱

ベス
ト

グ
ロ
ス
賞
山
口　

浩
二
新
潟
米
山
薬
品
㈱（

敬
称
略
）

　

商
工
ク
ラ
ブ
は
当
所
の
会
員
の
方
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
ご
入
会
い
た
だ
け
ま
す
。

視
察
旅
行
や
講
演
会
な
ど
も
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
是
非
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

米
中
貿
易
戦
争
に
お
け
る
各
国
の
立
場
を
研
究

�

～
第
２
回
新
潟
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
～

　

新
潟
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
で
は
、
９
月

26
日
、「
米
中
貿
易
戦
争
～
米
国
の
立
場
、

中
国
の
立
場
、
日
本
企
業
へ
の
影
響
～
」
と

題
し
て
、講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。（
ジ
ェ

ト
ロ
新
潟
共
催
、
参
加
者
28
名
）

　

は
じ
め
に
、
新
潟
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会 

座
長
の
木
村 

誠 

氏
が
、「
ト
ラ
ン
プ
政
権

の
保
護
貿
易
主
義
の
動
き
」
と
題
し
て
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
政
策
ス
タ
イ
ル
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、新
潟
大
学
大
学
院 

現
代
社
会
文
化

研
究
科 

准
教
授 

張 

雲 

氏
が
、「
米
中
貿
易
戦

争
、中
国
の
認
知
と
日
中
米
関
係
へ
の
イ
ン
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
張
氏
は
、「
現
在
の
米
中
貿
易
戦
争
の

関
係
は
、経
済
を
含
め
た
日
中
関
係
に
お
い
て

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
米
中
貿
易
戦
争
が
日
本
企
業
に

ど
う
影
響
し
て
い
る
の
か
」と
題
し
、両
氏
に

よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

工場・事務所・倉庫・店舗の建築は
おまかせください！

コスモ建設㈱

システム建築により自由設計、
ローコスト・短工期を実現！

〒950-0983　　　
新潟県新潟市中央区神道寺2-2-25

TEL025-245-7111　FAX025-245-7119
メールアドレス：info@cosmo-k-co.com

で検索
※㈱住金システム建築
　の施工会員です。

熊本商工会議所との懇談

講演する張氏
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会議所の き動

第
12
弾
古
町
花
街
ぶ
ら
り
酒
開
催
！

　

今
回
で
12
回
目
を
迎
え
た
「
古
町
花
街
ぶ

ら
り
酒
」
が
、10
月
22
日
か
ら
10
月
27
日
（
あ

と
ぶ
ら
り
は
11
月
４
日
ま
で
）
の
期
間
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
22
日
は
古
町
９
番
町
で
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
県
内
各
地
の

酒
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
開
催
期
間
中
は
、

マ
ッ
プ
片
手
に
古
町
花
街
の
お
酒
と
美
食
を

堪
能
す
る
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

全
女
連
創
立
50
周
年
記
念
式
典
と

県
内
商
工
会
議
所
女
性
会
合
同
研
修
会

�

～
女
性
会
～

　

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
創
立
50

周
年
記
念
式
典
・
第
50
回
岩
手
総
会
が
10
月

３
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
盛
岡
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。全
国
３
０
８
女
性
会
か
ら
約
１
、

４
０
０
人
が
参
集
、
当
所
女
性
会
か
ら
は
田

中
久
美
子
会
長
、
片
桐
奈
保
美
副
会
長
、
菊

野
麻
子
副
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
藤
沢
薫
全
女
連
会
長
は

「
各
地
域
の
女
性
活
躍
を
牽
引
す
る
リ
ー

ダ
ー
役
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
女
性

経
営
者
団
体
と
し
て
の
存
在
意
義
を
高
め
て

い
け
る
よ
う
に
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。
式
典
の
中
で
は
、
地
方

創
生
に
対
す
る
貢
献
な
ど
、
女
性
会
が
未
来

の
架
け
橋
と
な
る
べ
く
活
動
す
る
と
い
う

「
岩
手
宣
言
」
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、10
月
19
日
に
は
、新
潟
市
秋
葉
区
で

開
催
さ
れ
た
「
県
内
商
工
会
議
所
女
性
会
合

同
研
修
会
」（
幹
事
：
新
津
商
工
会
議
所
女

性
会
）
に
県
内
７
女
性
会
（
加
茂
・
新
津
・

新
発
田
・
五
泉
・
小
千
谷
・
長
岡
・
新
潟
）

か
ら
73
名
が
集
い
、
交
流
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
講
師
に
元
宝
塚
歌
劇
団
男

役
の
越
乃
リ
ュ
ウ
氏
を
迎
え
『
ニ
イ
ガ
タ
の

女
性
が
輝
け
る
生
き
方
』
を
テ
ー
マ
に
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
越
乃
氏
は
、

「
輝
け
る
女
性
の
生
き
方
と
は
、
ど
ん
な
小

さ
な
こ
と
で
も
目
標
に
向
か
っ
て
ピ
リ
オ

ド
を
打
た
ず
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
」
と
、

参
加
者
に
い
き
い
き
と
語
り
か
け
て
い
ま

し
た
。

　

当
女
性
会
で
は
随
時
、
女
性
経
営
者
・

女
性
役
員
等
の
皆
様
の
ご
加
入
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
是
非
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

　
（
お
問
合
せ
は
当
所
会
員
サ
ー
ビ
ス
課
ま
で
）
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振舞い酒で賑わう古町９番町

挨拶する全女連の藤沢薫会長

小規模企業共済
制度の特長

経営者のための退職金制度

お問合せ　新潟商工会議所　経営相談課まで　TEL 025-290-4411

他にもこんな特徴があります。
契約者貸付けの利用が可能 共済金の受給権は差押禁止

１

安心
安全 国がつくった

小規模企業の個人事業主（共同経営者を含む）または
会社等の役員の方が廃業や退職後の生活資金、
事業再建資金をあらかじめ準備しておく共済制度です。

受取時も税制メリット3
共済金の受取は、一括の場合は「退職所得扱い」、
分割の場合は「公的年金等の雑所得扱い」です。

掛金は全額所得控除2
掛金は、全額が「小規模企業共済等掛金控除｣として、
課税対象所得から控除できます。

契約者（一定の資格者）の方は、
緊急時や災害時などに事業資金
等の貸付けが受けられます。

共済金・解約手当金の受給権は、
国税等滞納の差押え以外は差押
禁止債権として保護されます。


